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研究所の電磁波測定設備とその利用例
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1°はじめに

電磁波とは電磁エネルギーが空間を伝搬する現象で

ある．3000GＨｚ以下の周波数の電磁波は電波と呼ばれ，

放送や情報通信の手段として古くから利用されている．

また，近年では情報化社会の進展と情報技術の発展に

伴い，携帯電話等電波を利用する個人向けの情報通信

機器が急速に普及する等，電波利用に関連する技術の

重要性が増している．

電波を通信に利用する上での問題の一つに，電気・

電子機器が非意図的に発生する電磁妨害(EMI；

Electromagneticlnterfbrence)と呼ばれる電磁波ノイ

ズがある．電子回路から空間に放射される電磁波ノイ

ズは信号の周波数が高くなるほど強くなる為，機器の

情報処理能力を高める目的でディジタル回路のクロッ

ク周波数を高くすると，新たなＥＭＩ対策が必要になる

ことがある．

この他，電磁波のエネルギーが機器の動作に様々な

影響を及ぼすという問題がある．例えば携帯電話のよ

うに意図的に電波を放射する機器の近くでは，電子機

器が性能低下を来したり，誤動作することがある．

電子機器の多くは程度の差はあれ電磁波の影響を受

け得る．この影響の受けやすさのことを電磁感受･性

(EMS;ElectromagneticSusceptibility)と呼ぶ．あるい

は，感受性とは逆に電磁波への免疫性という意味でイ

ミュニティ(Immunity)という言葉もよく用いられる．

以上に述べたように，複数の機器が電磁波により互

いに悪影響を及ぼし合うことなく，正常に動作する為

にはＥＭＩの抑制とイミュニテイの確保を調和のとれ

た形で実現する必要がある．この考え方は電磁両立,性

＊システム技術部電子計測グループ

(EMC;ElectromagneticCompatibility)と呼ばれてい

る．

さて，現在，世界各国ではＥＭＣに関する法的規制

等が行われており，市場を流通する電気・電子機器に

対して一定のＥＭＣ性能が要求されている．

当研究所では，府下企業のＥＭＣへの技術対応を支

援する目的で各種のＥＭＣ試験設備を設置している．

本報告では電磁波測定用の設備について概要，測定原

理および利用例について述べる．

2．放射EMI測定設備

(1)オープンサイト

ＥＭＣの分野では,･ケーブル等の電気導体に沿って伝

わる電磁ノイズを伝導ノイズ，アンテナから発生する

電波と同じように自由空間を伝搬する電磁ノイズを放

射ノイズと呼んで区別している．これは対象が伝導ノ

イズであるか放射ノイズであるかで試験や測定の方法

が異なるからである．

伝導ＥＭＩ測定の場合,電源線インピーダンス安定化

回路網(LISＮ;LinelmpedanceStabilizationNetwork）

等により電源線を伝わる妨害波を取り出して測定する．

このように伝導ノイズが伝搬するのは電源線や信号線

等のケーブルなので，測定や試験の為に広い空間は不

必要である．

これに対して，放射ノイズは自由空間を伝搬する電

磁波である為，測定や試験にはアンテナと反射物のな

い広い空間が必要である．この為，放射ＥＭＩの測定に

は一定以上の広さを有し，周囲に反射物のない測定サ

イトが用いられる．規格’)2）では，オープンサイトと

呼ばれる野外測定サイトが放射ＥＭＩ測定の標準測定

サイトと規定されている．










